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は
じ
め
に

江
戸
後
期
の
戯
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
振
鷺
亭
は
、
そ
の
没
年
に
関

し
て
こ
れ
ま
で
三
つ
の
説
が
提
示
さ
れ
、
そ
の
い
ず
れ
が
正
し
い
も
の

で
あ
る
か
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、
振
鷺
亭
の

没
年
を
述
べ
た
辞
書
・
評
伝
類
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
に
依
拠
す

る
形
で
三
つ
の
没
年
説
が
唱
え
ら
れ
て
き
た
の
だ
。

①　

 

双
木
園
主
人
『
江
戸
時
代
戯
曲
小
説
通
志
』（
明
治
二
十
七
年
〈
一

八
九
四
〉
刊
（

　

 

振
鷺
亭
（
中
略
（　

晩
年
落
魄
し
て
、
川
崎
の
近
郷
大
師
原
村
邊
に

寓
し
、
手
跡
の
指
南
を
な
し
、
僅
か
に
口
を
糊
せ
し
が
、
一
日
泥

酔
し
て
溺
死
し
た
り
と
い
ふ
。
時
に
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
（
な

り
き
。

②　

 

狩
野
快
庵
『
狂
歌
人
名
辞
書
』（
昭
和
三
年
〈
一
九
二
八
〉
刊
（

　

 

振
鷺
亭
、
名
は
貞
居
、
通
称
猪
苅
與
兵
衛
、
東
都
本
船
町
に
住
す
、

初
め
畫
を
鳥
居
清
長
に
學
び
、
後
ち
戯
作
者
と
な
り
て
草
雙
紙
数

部
の
著
あ
り
、
晩
年
落
魄
し
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
（
十
一
月

廿
三
日
歿
す
。

③　

 

五
車
書
楼
主
人
著
、
大
久
保
葩
雪
増
補
『
増
補
続
青
本
年
表
』（『
新

群
書
類
従
第
七
』
所
収
、
明
治
三
十
九
年
〈
一
九
〇
六
〉
刊
（

　
 

文
政
二
己
卯
年
（
一
八
一
九
（　

雑
記
（
中
略
（
十
月
振
鷺
亭
歿

す
、
川
崎
驛
大
徳
寺
に
葬
る

い
ず
れ
の
文
献
も
振
鷺
亭
の
項
目
に
つ
い
て
引
用
書
目
を
挙
げ
て
お

ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
資
料
を
根
拠
に
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
最

も
早
い
文
化
四
年
か
ら
最
も
遅
い
文
政
二
年
ま
で
お
よ
そ
十
二
年
の
開

大
牟
田
　
拓 

 

海

振
鷺
亭
と
為
永
春
水

―
『
擁
書
楼
日
記
』
の
記
述
を
中
心
に
―
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き
は
あ
る
が
、
振
鷺
亭
の
名
前
や
遍
歴
、
葬
ら
れ
た
寺
と
い
っ
た
そ
れ

ぞ
れ
の
記
述
も
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
振
鷺
亭
の
略
伝
と
齟
齬
す
る
こ

と
は
な
く
、
こ
れ
だ
け
で
は
い
ず
れ
が
真
実
で
あ
る
と
も
断
定
し
が
た

い
。
で
は
、
こ
う
し
た
諸
説
紛
々
た
る
状
況
に
お
い
て
、
先
行
研
究
で

は
ど
の
よ
う
な
見
解
が
出
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
は
、
三
説

の
い
ず
れ
を
支
持
し
て
い
た
か
に
対
応
す
る
形
で
、
先
行
研
究
を
表
と

し
て
ま
と
め
た
。
な
お
、
先
行
研
究
に
付
さ
れ
た
番
号
は
発
表
の
順
序

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

①
文
化
四
年

　
（
一
八
〇
七
（

１　

 

山
崎
麓
「
振
鷺
亭
と
春
水
」（『
江
戸
時
代
文
化
』
二
巻
二
号
、

一
九
二
八
年
（

②
文
化
十
二
年

　
（
一
八
一
五
（

５　

 

棚
橋
正
博
「
振
鷺
亭
年
譜
考
」（『
読
本
研
究
』
一
〇
‐
下
、
一

九
九
六
年
（

６　

 『
新
版
近
世
文
学
研
究
事
典
』「
振
鷺
亭
」（
棚
橋
正
博
執
筆
、

二
〇
〇
六
年
（

③
文
政
二
年

　
（
一
八
一
九
（

２　

 

神
保
五
弥
「
振
鷺
亭
と
為
永
春
水
」（『
近
世
文
芸
』
七
号
、
一

九
六
二
年
（

３　

 

棚
橋
正
博
「
振
鷺
亭
論
―
京
伝
絶
筆
以
後
の
中
本
洒
落
本

―
」

 

（『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
十
一
号
、
一
九
七
六
年
（

４　

 『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』「
振
鷺
亭
」（
棚
橋
正
博
執
筆
、
一

九
八
四
年
（

し
か
し
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
振
鷺
亭
と
い
う
一
戯
作
者
の
没
年
を
そ
こ

ま
で
取
り
沙
汰
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
そ
こ
に
は
、
後
に
「
二
世
振

鷺
亭
」
を
名
乗
る
こ
と
と
な
る
為
永
春
水
の
存
在
が
深
く
関
わ
っ
て
く

る
。木

村
黙
老
『
戯
作
者
考
補
遺
』（
弘
化
二
年
〈
一
八
四
五
〉
序
（
に

「
戯
名
を
初
は
二
世
振
鷺
亭
と
い
ひ
中
比
故
人
南
杣
笑
楚
満
人
が
女
に
乞

て
二
代
楚
満
人
の
名
を
冒
し
ぬ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
為
永
春
水
は
一
時

期
「
二
世
振
鷺
亭
」
を
名
乗
っ
て
い
た
。
岩
本
活
東
子
『
戯
作
者
小
伝
』

（
安
政
三
年
〈
一
八
五
六
〉
成
立
（
に
は
「
初
め
式
亭
の
門
人
に
入
て
三

鷺
と
号
し
、
後
二
世
振
鷺
亭
と
号
す
」
と
も
あ
る
。
ま
た
こ
う
し
た
戯

作
者
の
評
伝
類
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
実
際
に
為
永
春
水
が
振
鷺
亭
を
名

乗
っ
た
事
例
も
、
現
存
し
て
い
る
合
巻
作
品
の
幾
つ
か
に
見
る
こ
と
が

出
来
る
。

画
工
歌
川
国
直
子
、
予
が
振
鷺
亭
に
遊
ぶ
事
有
て
、
此
冊
子
を
出

し
て
は
し
書
せ
よ
と
い
ふ
。
こ
は
旧
友
春
亭
三
暁
が
綴
り
し
、
春

宵
の
一
奇
談
な
り
。（
中
略
（

 

文
政
四
年
／
已
春
出
板　
二 

代 

目 

振
鷺
亭
主
人
序
（
花
押
（

（
春
亭
三
暁
『
十こ

う
づ
つ
み
は
ぎ
の
し
ら
つ
ゆ

種
香
萩
廻
白
露
』
文
政
四
年
〈
一
八
二
一
〉
刊
、序
文
（

賣
出
し
を
祝
し
て
／
あ
か
ね
さ
す
日
か
げ
も
人
の
足
な
み
も
賑
は

ふ
天
の
岩
戸
屋
が
門

 

二
代
目
振
鷺
亭
即
詠

（
春
亭
三
暁
『
光こ

う
み
ょ
う明

真し
ん
ご
ん言

誓
ち
か
い
の

仇あ
だ
う
ち討

』（
文
政
四
年
刊
、二
十
五
丁
ウ
（

特
に
『
十
種
香
萩
廻
白
露
』
の
二
代
目
振
鷺
亭
の
序
文
下
に
は
為
永
春

水
の
も
の
で
あ
る
花
押
が
備
わ
り
、
こ
れ
ら
が
間
違
い
な
く
為
永
春
水
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説
が
正
し
い
こ
と
を
述
べ
、
棚
橋
氏
が
そ
れ
に
続
く
。
さ
ら
に
、
棚
橋

氏
自
身
が
自
論
を
改
め
る
形
で
文
化
十
二
年
説
に
鞍
替
え
す
る
と
い
う

流
れ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
こ
の
ほ
か
、『
国
書
人
名
辞

典
』（
一
九
九
五
年
、
岩
波
書
店
（・『
読
本
事
典
』（
二
〇
〇
八
年
、
笠

間
書
院
（
で
は
文
化
十
二
年
、『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』（
二
〇
〇

一
年
、
小
学
館
（・『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』（
二
〇
一
四
年
、
岩

波
書
店
（
で
は
文
政
二
年
が
振
鷺
亭
の
没
年
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

文
化
十
二
年
説
・
文
政
二
年
説
の
両
説
入
り
乱
れ
る
状
況
で
あ
る
も
の

の
、
全
体
と
し
て
は
棚
橋
氏
が
唱
え
る
文
化
十
二
年
説
が
最
も
有
力
で

あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

で
は
、
な
ぜ
こ
の
文
化
十
二
年
説
が
確
実
な
も
の
と
見
な
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
棚
橋
氏
が
「
振
鷺
亭
年
譜
考
」
で

紹
介
し
た
山
口
豊
山
『
夢
跡
集
』（
成
立
年
不
明
、
国
立
国
会
図
書
館

蔵
（
の
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

の
変
名
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
振
鷺
亭
と
為
永
春
水
の
関
係
は
た
だ
単
に
春
水
が
振
鷺
亭
の

名
前
を
襲
っ
た
と
い
う
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
既
に
若
干
の
研
究

が
備
わ
る
点
で
は
あ
る
が
、
振
鷺
亭
が
没
す
る
間
際
の
作
品
群
に
は
、

為
永
春
水
が
「
振
鷺
亭
」
名
義
を
名
乗
っ
た
う
え
で
関
与
し
た
と
見
ら

れ
る
作
品
が
数
点
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
振
鷺
亭
が
い
つ
死
ん
だ
か
と

い
う
時
期
が
前
後
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
振
鷺
亭
」
名
義
で
書
か
れ

た
作
品
群
の
中
に
、
新
た
に
為
永
春
水
の
関
与
作
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
振
鷺
亭
の
伝
記
研
究
と
し

て
価
値
を
持
つ
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
謎
の
多
か
っ
た
為
永
春
水
の
前

半
生
の
著
述
活
動
を
多
少
な
り
と
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
繋
が
る
の

だ
。
こ
こ
に
、
振
鷺
亭
の
没
年
が
議
論
さ
れ
て
き
た
理
由
の
一
端
が
あ

る
と
言
え
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
先
行
研
究
を
踏
ま
え

て
、
現
在
有
力
視
さ
れ
て
い
る
没
年
説
に
矛
盾
す
る
資
料
を
示
し
た
う

え
で
、
そ
れ
を
端
緒
と
し
て
振
鷺
亭
と
為
永
春
水
の
関
連
を
探
っ
て
い

き
た
い
。

一
、
小
山
田
与
清
『
擁
書
楼
日
記
』
の
存
在

先
行
研
究
の
流
れ
を
概
観
す
る
と
、
初
め
山
崎
氏
に
よ
っ
て
文
化
四

年
説
が
支
持
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
神
保
氏
が
そ
れ
を
否
定
し
文
政
二
年
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【
図
】
山
口
豊
山
『
夢
跡
集
』「
戯
作
者
の
部
」（
成
立
年
不
明
、
国
立
国

会
図
書
館
蔵

（
注
１
（（

こ
の
『
夢
跡
集
』
と
は
、
全
二
十
八
巻
か
ら
成
る
写
本
で
あ
り
、
近

世
期
の
人
物
に
つ
い
て
、
山
口
氏
が
実
地
調
査
を
行
い
確
認
し
た
墓
碑

の
ス
ケ
ッ
チ
と
そ
の
人
物
に
関
す
る
簡
単
な
情
報
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
も
の
だ
。『
夢
跡
集
』
は
さ
ま
ざ
ま
な
部
立
が
な
さ
れ
、
そ
の
う
ち
十

七
巻
「
戯
作
者
の
部
」
に
振
鷺
亭
の
墓
碑
の
ス
ケ
ッ
チ
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。

こ
こ
に
は
、「
振
鷺
大
人
之
墓
」
と
銘
が
彫
ら
れ
た
墓
石
が
描
か
れ
て

お
り
、
裏
面
に
「
文
化
十
二
乙

     

亥
年
十
一
月
二
十
三
日
没　

渡
辺
八
郎
右

衛
門
建
焉
と
あ
り
」
と
記
載
の
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

墓
碑
の
ス
ケ
ッ
チ
を
取
っ
た
時
の
状
況
も
山
口
氏
は
後
に
書
き
残
し
て

い
る
。こ

れ
は
天（

マ
マ
（保

十
二
年
の
事
で
墓
は
矢
張
川
崎
の
大
徳
寺
に
あ
り
ま

す
。
其
墓
は
墓
地
の
入
口
へ
寺
子
屋
の
弟
子
達
が
施
主
に
な
つ
て

根
深
石
で
正
面
に
振
鷺
亭
先
生
の
墓
と
し
て
あ
つ
た
の
で
す
が
、

之
れ
も
三
つ
に
折
れ
て
墓
地
の
諸
所
に
散
在
し
て
分
な
か
つ
た
の

で
す
。
で
寺
僧
に
尋
ね
ま
す
と
其
処
ら
に
欠
げ
て
散
ら
ば
つ
て
居

た
筈
で
す
と
云
ふ
事
な
の
で
、
や
つ
と
探
し
出
し
て
継
ぎ
合
は
せ

て
絵
に
と
り
ま
し
た
。（
山
口
豊
山
「
文
学
者
の
墳
墓
」『
趣
味
』

三
巻
十
一
号
、
一
九
〇
八
年
（

棚
橋
氏
は
こ
の
『
夢
跡
集
』
の
記
述
を
重
く
見
て
お
り
、
文
政
二
年

説
を
支
持
し
て
い
た
「
振
鷺
亭
論
―
京
伝
絶
筆
以
後
の
中
本
洒
落
本

―
」
等
で
の
見
解
を
改
め
て
、
文
化
十
二
年
説
を
主
張
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

既
に
現
存
し
て
い
な
い
と
は
い
え
、
墓
碑
の
ス
ケ
ッ
チ
と
、
さ
ら
に

そ
れ
を
写
生
し
た
際
の
記
録
ま
で
出
て
き
た
以
上
、
墓
碑
に
刻
ま
れ
た

「
文
化
十
二
年
十
一
月
二
十
三
日
没
」
と
い
う
振
鷺
亭
の
没
年
は
揺
る
ぎ

よ
う
の
な
い
事
実
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
は
こ
の
振

鷺
亭
文
化
十
二
年
没
説
と
真
っ
向
か
ら
食
い
違
う
資
料
が
存
在
し
て
い

る
の
だ
。
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そ
れ
が
小
山
田
与
清
『
擁
書
楼
日
記
』（
文
化
十
二
年
七
月
二
十
九
日

起
筆
（
で
あ
る
。

こ
の
『
擁
書
楼
日
記
』
文
化
十
三
年
七
月
十
五
日
付
の
記
事
に
次
の

よ
う
な
注
目
す
べ
き
記
述
が
あ
る
。

十
五
日　

晴　

風　

了
阿
法
師
佐
藤
佐
五
郎
ま
う
で
く
。
高
本
竹

妓
が
も
と
よ
り
彦
左
衛
門
と
い
へ
る
男
を
お
こ
せ
た
り
。
こ
れ
振

鷺
亭
と
い
へ
る
戯
作
者
也
。

『
夢
跡
集
』
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
振
鷺
亭
の
「
文
化
十
二
年
十

一
月
二
十
三
日
」
と
い
う
没
年
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
こ
の
「
文
化
十

三
年
七
月
十
五
日
」
の
記
事
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
に
理
解

す
れ
ば
、
文
化
十
二
年
に
死
ん
だ
は
ず
の
人
間
が
、
そ
の
翌
年
に
平
然

と
そ
の
足
で
小
山
田
与
清
の
も
と
を
訪
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

日
記
で
あ
る
以
上
、
嘘
や
虚
構
を
記
す
と
い
う
こ
と
も
考
え
に
く
く
、

説
明
が
つ
か
な
い
。

こ
の
明
ら
か
な
矛
盾
を
従
来
の
先
行
研
究
は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。『
擁
書
楼
日
記
』
を
踏
ま
え
た
う
え
で
振
鷺
亭
の

没
年
に
言
及
し
て
い
る
二
つ
の
先
行
研
究
を
挙
げ
る
。

す
な
わ
ち
、
振
鷺
亭
は
文
化
四
年
・
文
化
十
二
年
の
い
ず
れ
の
年

に
も
生
存
し
て
お
り
、
文
化
十
三
年
七
月
十
五
日
に
は
高
田
与
清

を
擁
書
楼
に
訪
れ
て
い
る
。
日
記
で
あ
る
か
ら
、
与
清
の
記
述
は

も
と
よ
り
疑
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。（
神
保
五
弥

「
振
鷺
亭
と
為
永
春
水
」、
四
一
頁
（

神
保
氏
は
文
化
十
三
年
に
振
鷺
亭
が
擁
書
楼
を
訪
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
文
政
二
年
説
こ
そ
が
振
鷺
亭
の
没
年
で
あ
る
と
述
べ
る
。
た
だ

こ
の
時
、
も
う
一
つ
の
重
要
資
料
で
あ
る
『
夢
跡
集
』
の
存
在
は
知
ら

れ
て
い
な
い
の
で
、
氏
が
『
夢
跡
集
』
を
踏
ま
え
た
場
合
、
ど
の
よ
う

な
結
論
を
出
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

猶
、『
擁
書
楼
日
記
』（
文
化
十（

マ
マ
（二

年
七
月
十
五
日
の
条
（
に

　

高
本
竹
妓
が
も
と
よ
り
彦
左
衛
門
と
い
へ
る
男
を
お
こ
せ
た
り

こ
れ
振
鷺
亭
と
い
へ
る
戯
作
者
也

と
見
え
る
こ
れ
よ
り
、
恐
ら
く
川
崎
か
ら
江
戸
へ
こ
の
頃
来
る
こ

と
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
俗
名
彦
左
衛
門
と
は
諸
書
の
伝
に
見

え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
猪
狩
彦
左
衛
門
が
こ
の
頃
の
通
称
で
あ
っ

た
と
考
え
る
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
名
も
過
去
帳
に
は
見
出
せ
な

か
っ
た
。（
棚
橋
正
博
「
振
鷺
亭
年
譜
考
」、
五
九
頁
（

棚
橋
氏
は
、『
擁
書
楼
日
記
』・『
夢
跡
集
』
の
両
資
料
の
存
在
を
念
頭

に
置
い
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
『
夢
跡
集
』
の
「
文
化
十
二
年
十
一
月

二
十
三
日
」
没
と
い
う
記
述
に
引
っ
張
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、『
擁
書
楼

日
記
』
の
記
事
の
年
次
を
誤
解
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
矛
盾

に
気
づ
か
な
い
で
し
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は

こ
の
矛
盾
に
つ
い
て
の
言
及
は
行
わ
れ
ず
、「
振
鷺
亭
と
い
へ
る
戯
作

者
」
が
誰
な
の
か
と
い
う
こ
と
も
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
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二
、
高
本
竹
妓
の
周
辺
人
物	

　
　

―
閑
月
庵
山
暁
・
文
亭
綾
継
―

『
夢
跡
集
』
の
ス
ケ
ッ
チ
を
含
め
た
山
口
豊
山
氏
の
報
告
が
あ
る
以

上
、
振
鷺
亭
の
没
年
は
文
化
十
二
年
十
一
月
二
十
三
日
と
考
え
る
こ
と

が
自
然
で
あ
る

（
注
２
（。

そ
う
な
る
と
、
問
題
に
な
る
の
は
『
擁
書
楼
日
記
』

に
登
場
す
る
「
振
鷺
亭
と
い
へ
る
戯
作
者
」
の
正
体
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
文
化
十
二
年
に
振
鷺
亭
が
死
去
し
て
い
る
な
ら
、
文
化
十
三
年
に

小
山
田
与
清
を
訪
れ
た
「
振
鷺
亭
と
い
へ
る
戯
作
者
」
は
別
人
の
可
能

性
が
あ
る
た
め
だ
。

そ
こ
で
今
回
俎
上
に
あ
げ
た
い
の
は
、「
振
鷺
亭
と
い
へ
る
戯
作
者
」

が
、
す
な
わ
ち
為
永
春
水
で
あ
る
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

初
代
振
鷺
亭
没
後
に
為
永
春
水
が
振
鷺
亭
の
名
を
襲
っ
て
お
り
、
彼
が

小
山
田
与
清
の
も
と
を
訪
れ
た
と
考
え
れ
ば
説
明
が
つ
く
た
め
で
あ
る
。

た
だ
春
水
は
、
本
名
鷦
鷯
貞
高
、
通
称
越
前
屋
長
次
郎
で
あ
る
と
さ
れ

て
お
り
、『
擁
書
楼
日
記
』
に
あ
る
「
振
鷺
亭
と
い
へ
る
戯
作
者
」
の
通

称
と
見
ら
れ
る
「
彦
左
衛
門
」
の
名
は
な
い
。
た
だ
そ
れ
は
振
鷺
亭
も

同
じ
こ
と
で
あ
る
。
振
鷺
亭
の
通
称
は
与
兵
衛
で
あ
り
、「
彦
左
衛
門
」

の
名
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
「
彦
左
衛
門
」
と
い
う
名
前
に
よ
る
人
物
の
措
定
は
ひ
と
ま

ず
脇
に
置
き
、
別
の
角
度
か
ら
仮
説
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
際
、

大
き
な
手
掛
か
り
と
し
た
の
は
「
振
鷺
亭
」
を
小
山
田
与
清
の
も
と
に

よ
こ
し
た
と
い
う
「
高
本
竹
妓
」
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

「
高
本
竹
妓
」
の
紹
介
で
小
山
田
与
清
の
も
と
を
訪
れ
た
と
い
う
こ
と

は
、「
振
鷺
亭
と
い
へ
る
戯
作
者
」
は
竹
妓
と
知
己
の
間
柄
に
あ
る
人
物

で
あ
り
、
竹
妓
の
周
辺
人
物
を
見
て
い
く
こ
と
が
「
振
鷺
亭
と
い
へ
る

戯
作
者
」
の
正
体
に
繋
が
る
と
考
え
た
た
め
だ
。

ま
ず
高
本
竹
妓
が
い
か
な
る
人
物
か
、『
国
書
人
名
辞
典
』
を
参
考
に

挙
げ
よ
う
。

俳
人　
〔
生
没
〕
天
明
六
年
（
一
七
八
六
（
生
、
文
政
十
一
年
（
一

八
二
八
（
六
月
二
十
三
日
没
。
四
十
三
歳
。〔
名
号
〕
高
木

（
マ
マ
（氏

。

名
、
康
将
。
通
称
、
重
右
衛
門
。
号
、
初
め
群
人
、
の
ち
竹
妓
・

閑
月
庵
・
竹
心
斎
。〔
経
歴
〕
江
戸
の
人
。
寥
松
門
。

こ
の
竹
妓
と
そ
の
周
辺
の
人
物
を
探
る
う
え
で
、
重
要
な
資
料
と
し

て
『
紫し

お
ん苑

の
露つ

ゆ

』
と
い
う
俳
諧
句
集
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
次
に
、

基
礎
的
な
情
報
を
ま
と
め
た
。

○
二
世
閑
月
菴
山
暁
編
『
紫
苑
の
露
』

・ 
底
本　

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
（「
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
よ
り
閲
覧
（

・
巻
冊　

半
紙
本
一
冊

・
序
末　

 「
文
政
十
一
年
戌
子
仲
秋
（
＝
一
八
二
八
年
（  

印 （
風
解
／
山
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人
（  

印 （
杉
舎
／
桂
素
（」

・ 
跋
末　

 「
二
世
閑
月
菴
山
暁
跋　

文
政
十
一
年
戌
子
仲
秋  

印    

印 

」

・ 

備
考　

① 
跋
文
か
ら
、
本
書
は
閑
月
庵
竹
妓
（
＝
高
本
竹
妓
（
の
追

善
句
集
で
あ
る
。

　
　
　
　

② 

巻
頭
に
「
閑
月
庵
竹
妓
居
士
」
の
肖
像
画
と
、「
高
本
竹
妓

居
士
畧
傳
」
を
備
え
る
。

加
え
て
、
本
資
料
の
序
・
跋
文
を
抜
粋
し
て
記
す
。（
翻
刻
・
傍
線
、

筆
者
（は

い
か
い

紫
苑
の
露
序

（
中
略
（
閑
月
老
人
の
門
弟
、
竹
心
庵
山
暁
は
、
を
し
へ
を
う
く
る

こ
と
多
年
な
ら
ね
ど
、
よ
く
そ
の
尊
き
を
尊
ん
で
、
つ
ね
に
師
に

つ
か
ふ
る
の
み
ち
を
尽
す
も
の
ゆ
へ
、
竹
妓
、
黄
泉
に
帰
り
て
の

ち
を
、
そ
れ
が
遺
言
の
お
も
む
き
に
ま
か
せ
、
閑
月
庵
二
世
の
あ

る
じ
と
な
り
つ
。（
中
略
（
そ
の
袖
し
ほ
る
花
の
つ
ゆ
は
、
は
い
か

い
の
浄
土
に
と
ゞ
き
、
一
味
の
あ
め
と
ふ
り
も
す
べ
し
と
、
無
乱

閑
人
桂
素
秋
光
庵
の
窓
下
に
明
月
を
燭
と
て
、
懐
旧
の
涙
を
墨
池

に
う
か
め
て
序
す
。

文
政
十
一
年
戌
子
仲
秋　

 

印 （
風
解
／
山
人
（ 

印 （
杉
舎
／
桂
素
（

む
さ
し
野
の
ひ
ろ
く
お
ほ
い
な
る
先
師
の
教
恩
に
む
く
は
む
と
て
、

追
善
の
一
集
を
お
も
ひ
お
こ
し
、
お
の
れ
が
つ
た
な
き
手
向
草
に

よ
り
て
、
こ
れ
を
紫
苑
の
露
と
名
づ
け
（
中
略
（

 

二
世
閑
月
菴
山
暁
跋　

文
政
十
一
年
戌
子
仲
秋　

 

印   

印 

序
跋
文
等
を
参
考
に
す
る
と
、『
紫
苑
の
露
』
は
竹
妓
の
追
善
句
集
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
巻
頭
に
「
閑
月
庵
竹
妓
居
士
」
の
肖
像
画
を
備

え
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
跋
文
に
よ
っ
て
「
先
師
（
＝
竹
妓
（
の
教

恩
」
に
報
い
る
た
め
に
『
紫
苑
の
露
』
が
編
ま
れ
た
こ
と
が
読
み
取
れ

る
。さ

ら
に
、
本
句
集
か
ら
は
竹
妓
に
近
し
い
人
物
と
し
て
、
序
文
を
寄

せ
た
「
桂
素
秋
光
庵
」「
風
解
山
人
」「
杉
舎
桂
素
」
と
名
乗
る
人
物
、

跋
文
を
寄
せ
た
「
二
世
閑
月
庵
山
暁
」
と
名
乗
る
人
物
が
い
る
と
い
う

こ
と
が
分
か
る
。
特
に
閑
月
庵
山
暁
は
、
竹
妓
の
跡
を
継
い
で
閑
月
庵

を
名
乗
り
、
本
句
集
の
編
纂
に
中
心
と
な
っ
て
当
た
っ
た
よ
う
だ
。

竹
妓
の
周
辺
人
物
と
目
さ
れ
る
こ
の
二
者
は
ど
う
い
っ
た
人
物
で
あ

る
の
か
。
辞
書
的
な
記
述
に
は
な
っ
て
し
ま
う
が
次
に
示
し
た
い
。
ま

ず
は
閑
月
庵
山
暁
に
つ
い
て
『
国
書
人
名
辞
典
』
の
項
を
挙
げ
て
、
そ

の
略
歴
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。

俳
人　
〔
生
没
〕
生
没
年
未
詳
。
江
戸
時
代
後
期
の
人
。〔
名
号
〕

川
村
氏
。
通
称
、
日
野
屋
三
右
衛
門
。
号
、
山
暁
・
正
風
堂
・
閑

月
庵
・
俳
阿
弥
。〔
経
歴
〕
江
戸
の
人
。
横
山
町
に
住
す
。
寥
松

門
。

続
い
て
桂
素
秋
光
庵
・
風
解
山
人
・
杉
舎
桂
素
で
あ
る
が
、
こ
の
時

期
に
こ
う
い
っ
た
号
を
使
用
し
て
い
た
の
は
、「
文
亭
綾
継
」
と
い
う
人
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物
で
あ
る
。
文
亭
綾
継
が
ど
の
よ
う
な
人
物
か
に
つ
い
て
は
『
日
本
古

典
文
学
大
辞
典
』（
神
保
五
弥
氏
執
筆
（
よ
り
引
用
す
る
。

人
情
本
作
者
。
本
名
は
宮
崎
又
兵
衛
。
俳
号
・
狂
歌
名
は
秋
光
庵
、

ま
た
桂
素
。
寒
葉
斎
と
も
号
し
、
天
保
末
年
（
‐
一
八
四
四
（
は

風
解
山
人
と
も
号
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。〈
報
仇
絵
本
高
尾
外

伝
・
序
〉。
江
戸
日
本
橋
横
山
町
の
薬
種
・
砂
糖
問
屋
大
坂
屋
の
主

人
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
（
四
月
五
日
没
〈
狂
歌
人
名
辞
書
〉、

享
年
未
詳
。【
事
績
】
伊
勢
の
神
官
で
国
学
者
の
足
代
弘
訓
の
門
人

で
、
狂
歌
・
俳
諧
に
学
び
、
ま
た
片
歌
を
弘
め
よ
う
と
も
し
て
い

た
〈
広
益
諸
家
人
名
録
・
二
編
、
出
世
娘
・
初
編
序
、
萩
の
枝
折
・

前
編
〉。
為
永
春
水
の
幼
少
時
か
ら
の
友
人
で
、
文
政
年
間
に
は
同

行
の
仲
間
と
文
亭
連
を
組
織
し
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
（
刊
（
推

定
（
の
春
水
人
情
本
『
菊
廼
井
草
紙
』
初
編
あ
た
り
か
ら
、
春
水

人
情
本
の
代
作
・
助
作
に
一
時
か
か
わ
っ
て
い
る
。（
中
略
（
春
水

人
情
本
の
い
く
つ
か
の
作
品
中
の
記
述
や
、『
報
仇
絵
本
高
尾
外

伝
』（
天
保
十
四
（
一
八
四
三
（
年
刊
（
の
春
水
序
文
か
ら
、
春
水

の
没
時
ま
で
交
友
関
係
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。（
下

略
（

こ
こ
で
は
、
風
解
散
人
の
号
を
使
用
す
る
の
は
天
保
末
年
頃
と
あ
る

が
、『
紫
苑
の
露
』
を
見
る
限
り
、
文
政
年
間
か
ら
既
に
風
解
散
人
を
名

乗
っ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
文
亭
綾
継
の
記
述
で
あ
る
。
竹
妓
の

追
善
句
集
『
紫
苑
の
露
』
に
序
文
を
寄
せ
て
い
た
綾
継
は
、
実
は
「
為

永
春
水
の
幼
少
時
か
ら
の
友
人
」
で
「
春
水
の
没
時
ま
で
交
友
関
係
が

続
い
て
」
お
り
、
な
お
か
つ
「
春
水
人
情
本
の
代
作
・
助
作
に
一
時
か

か
わ
っ
」
た
と
い
う
極
め
て
春
水
と
関
係
性
が
深
い
人
物
で
あ
っ
た
の

で
あ
る

（
注
３
（。

ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
同
じ
く
竹
妓
に
近
い
人
物
で
あ
る
閑

月
庵
山
暁
も
為
永
春
水
と
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
為
永
春
水

作
『
風ふ

う
げ
つ月

花か

情じ
ょ
う

／
春は

る
つ
げ
ど
り

告
鳥
』
に
は
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

①　

 

元
来
楽
な
る
若
隠
居
、
迎
嶋
の
別
荘
よ
り
渡
り
に
舟
も
自
由
に
て
、

竹
屋
を
呼
す
向
ふ
越
。
今
宵
は
昼
よ
り
誹
諧
の
も
よ
ふ
し
客
に
て

文
亭
を
会
頭
と
た
の
み
、
閑
月
庵
を
催
主
に
て
、
終
日
夜
に
入
ま

で
か
ゝ
り
し
か
ば
、（
下
略
（（『
風ふ

う
げ
つ月

花か

情じ
ょ
う

／
春は

る
つ
げ告

鳥ど
り

』
天
保
八

年
〈
一
八
三
七
〉
刊
、
巻
之
二
第
三
章
（

こ
の
場
面
は
鳥
雅
が
若
隠
居
生
活
を
決
め
込
ん
で
い
る
生
活
を
描
写
し

た
場
面
な
の
だ
が
、
こ
こ
に
俳
句
の
会
を
取
り
仕
切
る
「
催
主
」
と
し

て
「
閑
月
庵
」
が
登
場
し
て
い
る
。『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
の
頭

注
で
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る

（
注
４
（が

、
こ
こ
に
登
場
す
る
閑
月
庵
は
、

閑
月
庵
を
継
い
だ
山
暁
で
あ
る
。
ま
た
本
箇
所
に
は
「
文
亭
」
と
い
う

名
で
綾
継
も
セ
ッ
ト
で
登
場
し
て
い
る
。
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三
、「
振
鷺
亭
と
い
へ
る
戯
作
者
」
の
正
体	

　
　

―
山
暁
・
綾
継
と
春
水
の
繋
が
り
―

前
節
で
竹
妓
の
周
辺
人
物
と
し
て
、
山
暁
・
綾
継
と
い
う
二
人
の
人

物
を
指
摘
し
、
彼
ら
と
春
水
と
の
間
に
繋
が
り
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

今
節
で
は
さ
ら
に
、
実
際
に
春
水
と
山
暁
・
綾
継
と
の
関
係
が
伺
え
る

用
例
を
羅
列
す
る
。
な
お
用
例
は
分
か
っ
て
い
る
限
り
で
刊
行
・
成
立

の
年
代
順
に
並
べ
て
あ
る
。

②　

 

不ふ
ね
い僕

ハ
莫ば

く
げ
き逆

の
友
に
し
て
。
餝か

ざ

ら
ぬ
言
葉
が
竹
馬
の
よ
し
ミ
。
本

に
く
る
し
む
越
長
が
。
其
身
の
上
の
あ
ら
ま
し
を
。
い
ハ
ば
か
た

ら
バ
衣き

ぬ
ひ
さ
き売

し
頃
よ
り
一ひ

た
す
ら向

書ふ
み

好
む
。（
中
略
（
横
山
町
の
文
亭
綾

継
。
筆
を
橘
街
の
教
訓
亭
に
採
る
。（『
明あ

け
が
ら
す
の
ち
の
ま
さ
ゆ
め

烏
後
正
夢
』
六
編

〔『
寝ね

ざ
め
の覚

繰く
り
ご
と言

』
初
編
〕
文
政
八
年
〈
一
八
二
五
〉
刊
か
、
文
亭
綾

継
序
（

③　

 

二
夜
と
か
ゝ
ら
ぬ
急
作
な
が
ら
、
盛
衰
栄
枯
を
う
つ
せ
し
事
、
鏡

に
か
け
た
る
ご
と
く
に
し
て
、
勧
善
懲
悪
明
ら
か
な
れ
ば
、
世
の

婦ひ
め
た
ち

女
子
が
雨
夜
の
つ
れ
〴
〵
、
男
の
品
定
に
こ
れ
を
替
な
ば
、
教

訓
の
一は

し助
と
も
な
ら
ん
と
、
う
し
の
い
ば
り
の
長な

が
ぶ
み文

し
る
し
て
、
此

本
の
發う

り
だ
し市

牛
に
汗
せ
よ
と
寿こ

と
ぶ

く
も
の
す　

横
山
町
の
／
文
亭
綾
継

　

 

干
時
文
政
乙 

酉
初
冬
／
書ふ

み
や肆

が
た
の
み
に
来
り
し
折
か
ら
楚
満
人
が

庵
に
あ
そ
び
て
狂
訓
亭
の
南
窓
に
序
す 

（『
寒か

ん
の

紅べ
に

丑
の
日
待　

第

二
輯
』
文
政
九
年
〈
一
八
二
六
〉
刊
、
文
亭
綾
継
序
（

④　

 

悟 

決
「
モ
シ
、
先
頃
ね
、
大
阪
屋
の
旦
那
が
、
好
い
の
を
言
ひ
や
し

た
。
孝
次
さ
ん
は
世
界
中
の
女
が
、
皆
戀
病
に
煩
ふ
の
だ
が
、
彼

様
い
ふ
仁
心
な
方
だ
か
ら
、
其
の
分
を
一
人
で
病
ふ
さ
。
實
に
違

え
は
御
座
え
せ
ん
」
孝 

次 

郎
「
文
亭
公
か
。
彼
の
人
は
片
哥
の
事
を
、

悉
く
論
ら
つ
て
、
萬
葉
か
ら
引
い
て
、
書
籍
も
大
き
に
好
く
著
し

て
あ
る
が
、
ま
だ
版
に
は
な
ら
ね
え
が
、
彼
れ
が
何
れ
大
功
な
こ

と
さ
」（『
秋し

ゅ
う
し
ょ
く
せ
ん
わ

色
染
話
／
萩は

ぎ

の
枝し

お
り折

』
文
政
年
間
刊
、
前
編
巻
之
二

第
二
回
（

⑤　

 

寒
葉
斎
綾
継
は
中
興
戯
作
の
冠
と
称
せ
ら
れ
し
古
人
綾
足
の
正
統

な
り
。
俳
諧
に
遊
ん
で
秋
光
庵
桂
素
と
い
ふ
。
ま
た
伊
勢
の
神
官

足
代
弘
訓
の
門
人
と
な
り
て
か
た
哥
を
弘
む
。（
中
略
（
暑
を
さ
け

ん
よ
し
を
い
ひ
て
彼
人
を
か
た
ら
へ
ば
文
亭
主
人
〈
秋
光
庵
の
／

叓
な
り
〉
よ
ろ
こ
び
て
閑
月
庵
山
暁
主
人
を
い
ざ
な
ひ
朝
と
く
出

て
滝
の
川
に
い
た
り
し
が
（
下
略
（（『
貞て

い

孝こ
う

節せ
つ
ぎ義

／
出し

ゅ
っ
せ
む
す
め

世
娘
』
天

保
六
年
〈
一
八
三
五
〉
序
、
自
序
（

⑥　
 

鳥
居
の
陰
か
ら
聲
高
く
、
英
泉
楚
満
人
し
ば
ら
く
待
れ
よ
、
風
解

山
人
見
参
せ
ん
と
、
し
づ
〳
〵
出
る
一
個
の
若
者
、
敵
か
味
方
か

但
し
又
作
の
怠
惰
の
催
促
か
と
見
れ
ば
、
友
人
綾
継
ぬ
し
な
り
。

餘
り
の
事
に
あ
き
れ
る
ゝ
と
ん
だ
茶
釜
と
吹
出
せ
ば
文
亭
莞
爾
と
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打
笑
（
下
略
（（『
報か

た
き
う
ち
た
か
お
が
い
で
ん

仇
高
尾
外
伝
』
天
保
十
四
年
〈
一
八
四
三
〉

序
、
自
序
（

全
体
的
に
は
文
亭
綾
継
の
登
場
数
が
多
い
よ
う
だ
。
幾
つ
か
代
表
的

な
も
の
を
調
査
し
た
限
り
で
こ
れ
だ
け
の
も
の
が
出
て
き
た
た
め
、
お

そ
ら
く
未
調
査
の
春
水
作
品
を
含
め
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
山
暁
と
綾
継

の
登
場
例
が
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
一
つ
一
つ
の
用
例
の
場
面
説
明
な
ど

は
し
な
い
が
、
単
に
序
文
を
寄
せ
て
い
る
例
（
②
③
（
や
春
水
の
自
序

の
中
で
友
人
と
し
て
登
場
す
る
例
（
⑤
⑥
（
だ
け
で
は
な
く
、
作
中
へ

の
登
場
例
（
①
④
（
も
確
認
で
き
る
。

さ
て
、
春
水
と
竹
妓
の
両
者
を
結
ぶ
繋
が
り
と
し
て
、
山
暁
・
綾
継

の
存
在
を
指
摘
し
た
。
今
一
度
経
緯
を
振
り
返
る
と
、
山
暁
と
綾
継
は

竹
妓
の
追
善
句
集
で
あ
る
『
紫
苑
の
露
』
に
序
文
・
跋
文
を
送
っ
た
人

物
で
あ
り
、
竹
妓
と
関
係
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
山
暁
と
綾
継
の
両
者

は
竹
妓
だ
け
で
は
な
く
、
春
水
と
も
交
流
が
あ
る
人
物
だ
っ
た
。
具
体

的
に
は
春
水
作
品
に
序
を
寄
せ
る
、
春
水
自
序
や
作
品
内
へ
の
登
場
と

い
っ
た
形
で
、
彼
ら
の
間
に
密
接
な
関
係
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
た
。

特
に
綾
継
に
関
し
て
は
、
春
水
の
幼
少
時
か
ら
没
す
る
直
前
ま
で
交
友

の
あ
る
人
物
だ
っ
た
と
知
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
仲
の
良
か
っ
た
山
暁
・
綾
継
を
通

じ
て
、
春
水
と
竹
妓
の
間
に
も
何
ら
か
の
関
係
性
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
推
論
が
成
り
立
つ
。
そ
の
関
係
性
と
い
う
の
が
、
例
え
ば
、

竹
妓
門
下
の
中
に
春
水
自
身
が
含
ま
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
は
現
時
点
で
定
か
で
は
な
い
。
竹
妓
編
纂
の
句
集
や
『
紫
苑
の
露
』

の
中
に
春
水
が
句
を
寄
せ
て
い
た
な
ら
ば
、
は
っ
き
り
と
そ
の
あ
た
り

の
こ
と
が
解
明
で
き
そ
う
な
の
だ
が
、
確
認
で
き
た
範
囲
で
は
春
水
が

名
乗
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
号
・
本
名
・
通
称
の
い
ず
れ
も
確
認

す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
二
人
を
媒
介
と
し
て
、
春

水
と
竹
妓
の
間
に
繋
が
り
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
て
い
る
。

か
な
り
大
回
り
を
し
つ
つ
も
、
春
水
と
竹
妓
の
間
に
繋
が
り
が
あ
っ

た
こ
と
を
立
証
し
て
き
た
。
そ
う
す
る
と
、
問
題
に
し
て
い
た
『
擁
書

楼
日
記
』
の
「
高
本
竹
妓
が
も
と
よ
り
」
よ
こ
さ
れ
て
き
た
と
い
う
「
振

鷺
亭
と
い
へ
る
戯
作
者
」
は
二
代
目
振
鷺
亭
、
す
な
わ
ち
為
永
春
水
を

指
す
と
し
た
仮
説
は
か
な
り
可
能
性
の
高
い
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
『
擁
書
楼
日
記
』「
振
鷺
亭
と
い
へ
る
戯
作
者
」
の
正

体
が
春
水
だ
と
す
る
と
、
文
化
十
二
年
に
没
し
た
振
鷺
亭
が
、
文
化
十

三
年
に
小
山
田
与
清
を
訪
れ
た
と
い
う
矛
盾
も
解
決
す
る
。
振
鷺
亭
が

文
化
十
二
年
十
一
月
二
十
三
日
に
没
し
た
の
ち
に
、
為
永
春
水
が
振
鷺

亭
の
名
を
襲
う
。
文
化
十
三
年
七
月
十
五
日
に
春
水
は
、
閑
月
庵
山
暁
・

文
亭
綾
継
を
通
じ
て
関
係
の
あ
っ
た
高
本
竹
妓
の
紹
介
で
小
山
田
与
清

の
も
と
を
訪
れ
、「
振
鷺
亭
」
を
名
乗
り
、
そ
れ
が
『
擁
書
楼
日
記
』
の

記
述
と
し
て
今
に
残
る
、
と
考
え
れ
ば
す
ん
な
り
と
理
解
で
き
る
の
で

あ
る
。
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四
、
振
鷺
亭
名
義
作
品
へ
の
疑
義

こ
れ
ま
で
、
文
化
十
二
年
没
説
に
矛
盾
す
る
小
山
田
与
清
『
擁
書
楼

日
記
』
の
記
述
を
検
討
し
、
そ
こ
に
現
れ
る
「
振
鷺
亭
と
い
へ
る
戯
作

者
」
が
春
水
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
述
べ
た
。『
擁
書
楼
日
記
』

の
記
述
が
文
化
十
三
年
七
月
十
五
日
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
、
気
に
な
る
の
は
振
鷺
亭
の
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
作
品
群
は
い
っ
た

い
誰
の
手
に
よ
る
も
の
な
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
と
を
あ
く
ま

で
素
直
に
受
け
取
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
全
て
「
二
世
振
鷺
亭
」
を
名

乗
る
春
水
の
関
与
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
当
然
な
が
ら
、

振
鷺
亭
が
生
前
に
書
き
溜
め
た
も
の
を
没
後
に
遺
作
と
し
て
刊
行
す
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
こ
こ
か
ら
は
振
鷺
亭
の
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
は
っ
き

り
と
し
て
い
る
作
品
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
振
鷺
亭
作
の
も
の
で
あ
る
の

か
、
春
水
が
関
与
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
の
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
じ
め
に
振
鷺
亭
の
没
後
に
刊
行
が
な
さ
れ
た
振
鷺
亭
名
義
の

作
品
を
次
の
表
に
ま
と
め
た
。

文化十三
1（1（

実
語
教
童
子

教
証
註

江
都
振
鷺
亭
貞

居
著

大本

1冊
山
田
佐
助
／
北
島
長
四
郎

／
英
平
吉
郎
／
角
丸
屋

甚
助
／
上
総
屋
利
兵
衛

教訓

大
時
代
唐
土

化
物

振
鷺
亭
作

勝
川
春
亭

中本
（巻
1冊
鶴
屋
喜
右
衛
門

合巻

寒
紅
丑
の
日

待

振
鷺
亭
主
人
著

中本
2巻
2冊

上
総
屋
忠
助
／
村
田
屋
次

郎
兵
衛

洒落本

文化十四
1（1（

世
事
第
一
口

軽
業

振
鷺
亭
作

一
円
斎
国
丸

〔
歌
川
国
丸
〕
中本
2巻
2冊
鶴
屋
喜
右
衛
門

合巻

ぶ
つ
か
け
南

蛮
療
治

振
鷺
亭
作

勝
川
春
亭

中本
2巻
1冊
鶴
屋
喜
右
衛
門

合巻

文政元
1（1（
曠
世
奇
談

振
鷺
亭
作

月
光
亭
墨
仙

〔
牧
墨
遷
〕

半紙本

（冊
山
城
屋
佐
兵
衛
／
角
丸
屋
甚

助
／
松
屋
善
兵
衛
／
河
内
屋

長
兵
衛
／
秋
田
屋
太
右
衛
門
読本

続
い
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
の
こ
れ
ま
で
の

取
り
扱
い
を
振
り
返
り
た
い
。
振
鷺
亭
の
没
年
間
際
の
作
品
群
に
春
水

関
与
作
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
論
点
は
、
既
に
幾
人
か
の
研
究
者
が

述
べ
る
点
で
あ
り
、
そ
の
見
解
を
踏
ま
え
た
う
え
で
自
ら
の
検
討
に
移

る
こ
と
と
す
る
。

か
な
り
は
っ
き
り
と
、
振
鷺
亭
の
も
の
で
は
な
く
春
水
が
関
与
し
た

と
さ
れ
る
作
品
と
断
定
さ
れ
て
き
た
も
の
と
し
て
、『
曠こ

う

世せ
い

奇き
だ
ん談

』（
文

政
元
年
刊
（
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
作
は
森
島
中
良
『

拍
掌

奇
談

凩
草
紙
』（
寛
政

四
年
刊
（
の
改
題
改
刻
再
板
本
に
過
ぎ
ず
、
お
そ
ら
く
振
鷺
亭
が
没
し
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た
こ
と
に
乗
じ
て
、
名
義
を
借
り
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
春
水

の
関
与
が
濃
厚
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

刊
年
不
明
の
た
め
先
ほ
ど
の
表
に
は
掲
載
し
て
い
な
い
が
、
こ
こ
に

付
け
加
え
る
形
で
春
水
が
関
与
し
た
振
鷺
亭
名
義
作
品
で
あ
る
と
ほ
と

ん
ど
確
定
し
て
い
る
も
の

（
注
５
（と

し
て
、『
滑こ

っ
け
い稽

鄙ひ
だ
ん談

息む
す
こ子

気か
た
ぎ質

』（
刊
年
不

明
（、『

新
板

増
補

名な
だ
い代

町ち
ょ
う
ほ
う
き

法
記
』（
刊
年
不
明
（
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
春
水
関

与
の
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
疑
問
符
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
状
態

の
作
品
と
し
て
は
、
合
巻
作
品
で
あ
る
『
大お

お
む
か
し

時
代
唐か

ら
の
ば
け
も
の

土
化
物
』『
世せ

じ事

第だ
い
い
ち
く
ち
の

一
口
軽か

る
わ
ざ業

』『
ぶ
つ
か
け
南
蛮
療
治
』
が
あ
た
る

（
注
６
（。

簡
単
に
先
行
研
究
を
ま
と
め
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
、
具
体
的
に
表
に

掲
載
し
た
文
化
十
三
年
以
降
刊
行
の
作
品
群
の
検
討
に
移
る
。
な
お
、

『
大
時
代
唐
土
化
物
』（
文
化
十
三
年
刊

（
注
７
（（、『

ぶ
つ
か
け
南
蛮
療
治
』（
文

化
十
四
年
刊

（
注
８
（（

の
二
作
は
調
査
不
足
の
た
め
、
そ
の
進
展
の
み
を
注
に

記
す
こ
と
と
し
た
。
ま
た
既
に
先
行
研
究
で
結
論
の
出
さ
れ
た
『
曠
世

奇
談
』（
文
政
元
年
刊
（
は
言
及
自
体
を
省
略
す
る
。

さ
て
ま
ず
、
ほ
と
ん
ど
間
違
い
な
く
振
鷺
亭
の
著
作
だ
と
見
な
せ
る

も
の
を
指
摘
す
る
。
一
つ
は
『
実じ

つ
ご
き
ょ
う
ど
う
じ
き
ょ
う
し
ょ
う
ち
ゅ
う

語
教
童
子
教
証
註
』（
文
化
十
三
年

刊
（
で
あ
る
。
本
書
の
跋
文
に
は
「
振
鷺
亭
先
生
、
嘗
閑
素
を
も
と
め
、

江
都
を
の
が
れ
て
、
武
の
多
摩
川
の
辺
に
庵
室
を
示
し
、
一
円
窓
下
に

村
童
を
集
め
、
習
し
む
る
に
、
実
語
童
子
の
二
教
を
以
て
す
」
と
あ
り
、

こ
れ
は
振
鷺
亭
が
落
魄
し
て
川
崎
付
近
で
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
い
う

略
伝
と
一
致
す
る
。
ま
た
本
書
が
、
略
伝
に
も
あ
る
よ
う
に
、
振
鷺
亭

が
そ
の
地
で
手
習
の
師
匠
を
し
て
い
た
教
え
を
弟
子
が
ま
と
め
た
も
の

と
考
え
れ
ば
春
水
の
関
与
は
見
ら
れ
な
い
と
判
断
し
て
も
良
さ
そ
う
だ
。

も
う
一
つ
は
、『
寒か

ん
の

紅べ
に

丑う
し

の
日ひ

ま
ち待

』（
文
化
十
三
年
刊
（
で
あ
る
。
本
作

の
序
文
署
名
は
「
時
文
化
丙
子
孟
春
題
二
于
塩
浜
別
邸
一
円
窓
下
一　

振

鷺
亭
主
人

（
注
９
（」

と
あ
り
、
こ
の
序
が
「
塩
浜
別
邸
」
で
記
さ
れ
た
も
の
だ

と
明
示
さ
れ
る
。
塩
浜
と
い
う
の
は
、
振
鷺
亭
が
没
落
し
た
後
に
移
り

住
ん
だ
川
崎
大
師
河
原
付
近
の
地
名
で
あ
り
、
振
鷺
亭
自
身
が
著
し
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
作
も
振
鷺
亭
の

作
品
だ
と
判
断
す
る
。

春
水
の
関
与
が
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
と
認
め
ら
れ
る
作
品
と
し

て
『
世
事
第
一
口
軽
業
』（
文
化
十
四
年
刊
（
が
あ
る
。
注
目
し
た
の
は

次
の
箇
所
だ
。

ま
づ
は
尾
花
才
三
郎
も
と
ゆ
ひ
わ
た
り
を
ご
ら
ん
に
い
れ
ま
す
る

が
、
こ
の
げ
い
と
う
は
か
み
そ
り
を
さ
か
て
に
も
つ
て
わ
た
り
ま

す
ゆ
へ
、
い
た
つ
て
あ
ぶ
な
ふ
ご
ざ
り
ま
す
。
ち
よ
つ
と
で
も
手

が
そ
れ
ま
す
る
と
き
り
ま
す
。（
中
略
（「
も
ふ
し
〳
〵
才
三
さ
ん
、

お
ま
へ
と
わ
た
し
が
そ
の
な
か
は
、
き
の
ふ
や
け
ふ
の
こ
と
か
ひ

な
、
ひ
さ
し
く
な
ら
あ
、
い
つ
ぽ
ん
か
へ
し
な

（
振
鷺
亭
『
世
事
第
一
口
軽
業
』
文
化
十
四
年
〈
一
八
一
七
〉
刊
、

八
丁
ウ
・
九
丁
オ
（
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こ
の
尾
花
才
三
郎
と
い
う
人
物
は
実
在
の
人
物
で
は
な
く
、『
恋こ

い
む
す
め娘

昔む
か
し

八は
ち
じ
ょ
う丈

』
と
い
う
浄
瑠
璃
に
登
場
す
る
架
空
の
人
物
で
あ
る
。
松
貫

四
・
吉
田
角
丸
合
作
『
恋
娘
昔
八
丈
』
は
安
永
四
年
（
一
七
七
五
（
初

演
の
人
形
浄
瑠
璃
作
品
で
あ
る
。
作
中
で
尾
花
才
三
郎
は
も
と
は
荻
原

家
に
仕
え
る
若
侍
で
あ
っ
た
が
、
主
君
の
弟
・
千
種
之
介
が
奪
わ
れ
て

し
ま
っ
た
香
箱
の
行
方
を
、
そ
の
下
手
人
で
あ
る
丈
八
・
喜
蔵
の
行
方

と
と
も
に
探
る
た
め
に
、
一
時
期
髪
結
に
身
を
や
つ
し
て
市
井
に
暮
ら

し
て
い
た
。

こ
の
『
恋
娘
昔
八
丈
』
は
初
演
時
か
ら
評
判
が
高
か
っ
た
こ
と
で
知

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
繰
り
返
し
上
演
が
さ
れ
て
お
り
、
歌
舞
伎
と
し

て
も
脚
本
化
さ
れ
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
歌
舞
伎
『
恋
娘

昔
八
丈
』
を
書
き
替
え
た
歌
舞
伎
脚
本
も
後
に
出
て
き
て
お
り
、『
桃も

も

柳や
な
ぎ

娘む
す
め

雛ひ
な
が
た形

』（
寛
政
七
年
〈
一
七
九
五
〉
初
演
（
と
福
森
久
助
作

『
褄つ

ま
が
さ
ね
か
ね
て
き
く
つ
き

重
噂
菊
月
』（
文
化
十
三
年
〈
一
八
一
六
〉
初
演
（
の
二
作
が
そ

れ
に
当
た
る
。

特
に
『
褄
重
噂
菊
月
』
は
『
歌
舞
伎
年
表
』
で
調
べ
た
結
果
、
文
化

十
三
年
九
月
十
二
日
に
中
村
座
初
演
が
演
じ
ら
れ
て
お
り
、
振
鷺
亭
没

後
か
ら
『
世
事
第
一
口
軽
業
』
刊
行
ま
で
の
一
年
の
間
の
出
来
事
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
登
場
人
物
を
確
認
す
る
と
、
当
然
と
言
え

ば
当
然
な
の
だ
が
、「
髪
結
才
三
郎
」
が
登
場
し
、
そ
の
役
を
五
代
目
松

本
幸
四
郎
が
演
じ
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。

『
褄
重
噂
菊
月
』
の
当
時
に
お
け
る
評
判
は
、
翌
年
刊
行
の
三
世
八
文

字
屋
自
笑
『
役
者
名
物
合
』（
文
化
十
四
年
〈
一
八
一
七
〉
刊
（
か
ら
分

か
る
。お

こ
ま
二
十
五
六
の
中
と
し
ま
美
し
い
事
、
香
箱
を
取
か
へ
さ
ん

と
才
三
と
の
ぬ
れ
ご
と
。
喜
蔵
の
む
こ
入
に
継
親
庄
兵
衛
の
よ
く

ば
り
に
、
我
身
の
つ
ま
り
才
三
が
持
た
香
箱
を
取
ん
と
さ
し
こ
ろ

し
た
と
思
ひ
の
外
に
、
亭
主
の
喜
蔵
を
殺
し
た
悪
名
に
な
わ
め
の

は
り
つ
け
、
生し

よ
う

の
物
を
生
で
見
せ
る
は
り
つ
け
の
お
こ
ま
に
は
見

物
も
肝
を
つ
ぶ
し
驚
き
入
て
無
言
な
り
。
少
し
は
し
ら
下
る
と
ど

う
ぬ
け
の
早
業
、
び
や
う
ぶ
と
へ
ん
じ
、
か
け
物
と
か
は
り
、
香

花
茶
湯
の
仕
か
け
古
今
の
評
判
。（
中
略
（
此
節
、
古
人
松
掾
一
周

忌
追
善
狂
言
の
大
當
り
。（
中
略
（
仕
掛
の
大
出
来
古
今
の
大
入
、

き
め
う
〳
〵
と
見
物
も
ほ
つ
と
た
め
い
き
を
つ
き
ま
し
た
（
三
世

八
文
字
屋
自
笑
『
役
者
名
物
合
』
文
化
十
四
年
〈
一
八
一
七
〉
刊
、

立
役
の
部
・
尾
上
菊
五
郎
（

こ
れ
を
見
る
と
、『
褄
重
噂
菊
月
』
が
か
な
り
の
評
判
を
呼
ん
だ
当
た

り
作
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
そ
の
筋
立
て
は
、
上
演
と

同
じ
年
の
六
月
に
江
戸
で
起
こ
っ
た
「
亭
主
殺
し
」
の
一
件
を
組
み
込

み
、
江
戸
の
人
々
の
関
心
を
買
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

加
え
て
、『
歌
舞
伎
年
表
』
に
は
『
褄
重
噂
菊
月
』
の
上
演
に
際
し

て
、
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九
月
二
十
一
日
、
両
番
所
よ
り
狂
言
本
持
参
に
て
罷
出
べ
し
勘
三

郎
に
沙
汰
。
二
十
二
日
出
で
し
、
二
番
目
狂
言
（
筆
者
注
、『
褄
重

噂
菊
月
』
の
こ
と
（
の
内
相
改
、
仕
来
り
の
仕
組
に
致
べ
し
と
命

ぜ
ら
れ
、
翌
日
よ
り
「
昔
八
丈
」
に
改
む
。（『
歌
舞
伎
年
表　

第

六
巻
：
文
化
十
三
年
―
嘉
永
六
年
』
一
九
六
一
年
、
岩
波
書
店
、

一
六
頁
（

と
い
っ
た
よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら

く
、
当
代
の
事
件
を
あ
ま
り
に
露
骨
に
扱
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
原
因

と
思
わ
れ
る
が
、
奉
行
所
の
命
に
よ
っ
て
『
褄
重
噂
菊
月
』
は
従
来
の

『
恋
娘
昔
八
丈
』
に
改
め
て
再
演
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、
当
時
の
人
々
の
耳
目
を
集
め
る
作
品
だ
っ
た

と
言
え
よ
う
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
文
化
十
四
年
刊
行
の
『
世
事
第
一
口
軽
業
』

は
、『
褄
重
噂
菊
月
』
の
大
当
た
り
と
い
う
文
化
十
三
年
の
出
来
事
を
背

景
と
し
て
、
作
中
の
一
趣
向
と
し
て
「
尾
花
才
三
郎
」
を
登
場
さ
せ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。
こ
の
こ
と
は
す
な
わ
ち
、
振
鷺

亭
以
外
の
誰
か
、
こ
こ
で
は
お
そ
ら
く
春
水
の
手
に
よ
っ
て
本
作
が
成

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
繋
が
る
。
あ
く
ま
で
可
能
性
が

高
い
と
い
う
レ
ベ
ル
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
承
知
の
上
だ
が
、
以
上
の
よ

う
な
検
討
か
ら
、
本
作
を
振
鷺
亭
の
手
に
よ
る
も
の
で
な
く
春
水
の
関

与
が
疑
わ
れ
る
作
品
と
し
た
い
。

ま
と
め

こ
こ
ま
で
、
振
鷺
亭
が
文
化
十
二
年
に
没
し
た
と
い
う
通
説
と
矛
盾

す
る
資
料
『
擁
書
楼
日
記
』
の
検
討
を
行
い
、
そ
の
中
に
登
場
す
る
「
振

鷺
亭
と
い
へ
る
戯
作
者
」
が
為
永
春
水
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を

指
摘
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
振
鷺
亭
の
伝
記
研
究
と
し
て
、
文

化
十
二
年
没
説
と
い
う
通
説
が
よ
り
蓋
然
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
て
、
春
水
の
前
半
生
を
考
え
る
う
え
で
も
多

少
の
寄
与
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

「
彦
左
衛
門
」
と
い
う
通
称
の
存
在
や
、
文
化
十
三
年
時
点
か
ら
振
鷺
亭

名
義
で
活
動
し
て
い
た
可
能
性
を
提
示
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た

だ
し
、
現
時
点
で
は
こ
の
よ
う
に
結
論
付
け
た
が
、「
振
鷺
亭
と
い
へ
る

戯
作
者
」
が
振
鷺
亭
で
も
春
水
で
も
な
い
、
第
三
者
で
あ
る
と
い
う
可

能
性
が
残
っ
て
い
る
こ
と
も
念
頭
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
文
化
十
三
年
以
降
の
振
鷺
亭
名
義
の
作
品
に
春
水
作
が
混
じ
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
に
つ
い
て
も
、
各
作
品
に
即
し
て

検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
よ
う
な
結
論
を
導
く
に
至
っ
た
。

○ 
振
鷺
亭
作
の
可
能
性
が
高
い
も
の
→
文
化
十
三
年
刊
『
実
語
教
童

子
教
証
註
』、『
寒
紅
丑
の
日
待
』

○ 

春
水
作
の
可
能
性
が
高
い
も
の　

→
文
化
十
四
年
刊
『
世
事
第
一
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口
軽
業
』

先
行
研
究
で
も
判
断
を
保
留
す
る
作
品
が
多
い
中
、
作
品
内
部
の
情

報
か
ら
判
断
を
下
す
こ
と
に
は
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
。
今
回
は
触
れ

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
作
品
と
併
せ
て
、
今
後
の
課
題
と
し
て
取
り

組
み
た
い
。

振
鷺
亭
は
従
来
の
研
究
史
上
で
、
評
価
が
高
い
と
は
言
え
な
い
作
家

で
あ
る
。
し
か
し
為
永
春
水
は
、
一
時
期
の
間
二
世
振
鷺
亭
を
名
乗
り
、

幾
つ
か
の
振
鷺
亭
作
品
を
後
に
な
っ
て
改
題
再
板
す
る

（
（注

（
注

な
ど
、
振
鷺
亭

に
対
し
て
一
定
の
評
価
を
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

そ
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
振
鷺
亭
の
評
価
を
再
考
す
る
う
え

で
こ
の
問
い
の
答
え
を
考
え
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と

思
う
。
振
鷺
亭
と
春
水
の
関
係
を
伝
記
的
側
面
か
ら
検
討
し
た
本
稿
は
、

そ
の
前
段
階
と
し
て
文
学
史
上
の
振
鷺
亭
の
位
置
づ
け
を
捉
え
直
す
一

助
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

使
用
テ
キ
ス
ト

⃝

『
江
戸
時
代
戯
曲
小
説
通
志
』　
『
戯
曲
小
説
通
志
三
版
』（
一
九
一
九
年
、
誠

之
堂
書
店
（

⃝

『
増
補
続
青
本
年
表
』　
『
新
群
書
類
従
』
第
七
・
書
目
（
一
九
〇
六
年
、
東
京

活
版
株
式
会
社
（

⃝

『
狂
歌
人
名
辞
書
』　
『
狂
歌
人
名
辞
書
』（
一
九
二
八
年
、
横
尾
文
行
堂
（

⃝

『
戯
作
者
考
補
遺
』　
『
戯
作
者
考
補
遺
』（
一
九
三
五
年
、
国
本
出
版
社
（

⃝

『
戯
作
者
小
伝
』　
『
燕
石
十
種
』
第
一
（
一
九
〇
七
年
、
国
書
刊
行
会
（

⃝

『
十
種
香
萩
廻
白
露
』　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（20（-（1（

（

⃝

『
光
明
真
言
誓
仇
討
』　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（20（-122（

（

⃝

『
夢
跡
集
』　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（（（（-22（

（

⃝

『
擁
書
楼
日
記
』　

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
（
ヌ0（ 0（（（（

（

⃝

『
紫
苑
の
露
』　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
文
庫1（ 00（1（

（

⃝

『
風
月
花
情
／
春
告
鳥
』　
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
（0
『
洒
落
本 ; 

滑
稽

本 ; 

人
情
本
』（
二
〇
〇
〇
年
、
小
学
館
（

⃝

「
明
烏
後
正
夢
」　

棚
橋
正
博
「〈
翻
〉
人
情
本
論
（
十
二
（
―
『
明
烏
後
正

夢
』
六
編
（『
寝
覚
繰
言
』
初
編
（
―
（」（『
帝
京
大
学
文
学
部
紀
要　

日

本
文
化
学
』
四
〇
巻
、
二
〇
〇
九
年
（

⃝

『
寒
紅
丑
の
日
待　

第
二
輯
』　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
本
（
尾12-2（（

（

⃝

『
秋
色
染
話
／
萩
の
枝
折
』　
『
錦
帯
屋
雪
白
木
屋
軒
並
娘
八
丈 ; 

秋
色
染
話
萩

の
枝
折
』（
一
九
一
六
年
、
人
情
本
刊
行
会
（

⃝

『
貞
孝
節
義
／
出
世
娘
』　

立
命
館
大
学
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
蔵
本

（hayBK
0（-0（（（-01

（

⃝

『
報
仇
高
尾
外
伝
』　

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
（
ヘ1（ 0（01（

（

⃝

『
実
語
教
童
子
教
証
註
』　

架
蔵
本

⃝

『
寒
紅
丑
の
日
待
』　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
京-2（（

（

⃝

『
世
事
第
一
口
軽
業
』　

架
蔵
本

⃝

『
役
者
名
物
合
』　

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
（
チ1（ 0（（（（ 00（（

（

注

注
1　
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
よ
り
引
用

　
　

  http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2（（（（20?tocO
pened=1 （（（-

22（
、[1（]
、
22
コ
マ
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注
2　

振
鷺
亭
の
没
年
が
文
化
十
二
年
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
を
示
す
参
考

資
料
と
し
て
、
瀬
川
富
三
郎
編
『
江
戸
方
角
分
』（
文
政
元
年
成
立
、
写
、

国
立
国
会
図
書
館
蔵
太
田
南
畝
奥
書
本
（
が
存
す
る
。
本
書
は
芸
に
秀
で

た
当
時
の
江
戸
の
諸
家
を
住
所
に
よ
っ
て
分
類
し
、
号
や
俗
称
を
記
し
た

人
名
録
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
奥
書
に
「
文
政
元
年
七
月
五
日
竹
本
氏
写
来

七
十
翁
蜀
山
人
」
と
あ
り
、
文
政
元
年
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

　
　
　
　

本
書
の
特
徴
の
一
つ
に
、
故
人
の
名
前
の
右
上
に
「
ヿ
」
と
い
う
物
故

印
が
記
さ
れ
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
書
に
は
振
鷺
亭
も
「
日
本

橋
住
」
の
「
戯
作
者
」
と
し
て
立
項
が
あ
り
、
物
故
印
が
付
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
（
下
図
参
照
（。
こ
の
こ
と
か
ら
、
振
鷺
亭
は
本
書
が
書
写
さ

れ
た
文
政
元
年
段
階
で
既
に
没
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
。
つ

ま
り
、
文
化
十
二
年
説
・
文
政
二
年
説
の
両
説
に
照
ら
す
と
、
文
政
二
年

説
は
本
書
の
物
故
印
と
齟
齬
が
生
じ
て
し
ま
う
た
め
考
え
に
く
く
、
文
化

十
二
年
説
の
方
が
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

た
だ
、
本
書
は
写
本
と
い
う
性
質
上
、
そ
の
書
入
れ
が
文
政
元
年
の
書

写
の
段
階
で
行
わ
れ
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
後
の
時
代
に
行
わ

れ
た
も
の
な
の
か
の
判
断
が
つ
き
に
く
い
。
試
し
に
本
書
の
物
故
印
が
付

さ
れ
た
人
物
の
没
年
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
判
明
し
た
一
一
九
人
（
全
二

二
〇
人
の
内
（
の
中
で
書
写
日
の
後
に
没
し
て
い
た
人
物
が
十
名
い
た
。

最
も
遅
い
も
の
で
千
代
有
員
の
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
（
で
、
書
写
さ
れ

て
か
ら
か
な
り
時
間
が
経
っ
て
も
、
書
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
振
鷺
亭
も
ま
た
同
様
に
、
文
政
元
年
の
書
写
後
に
物
故
印
が
付
さ

れ
た
可
能
性
を
払
拭
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
振
鷺
亭
の
没

年
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
味
で
の
本
書
の
位
置
づ
け
は
参
考
資
料
程

度
に
留
ま
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
　
（「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
よ
り
引
用 http://

dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2（（2002　

本
別1（-20

、
（
コ
マ
（

注
（　

山
杢
誠
「
為
永
春
水
年
譜
稿　

そ
の
四
」（『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
（
文

学
研
究
科
（』
第
三
十
二
集
、
一
九
九
六
年
（
で
、
山
杢
氏
は
文
政
七
年

の
項
目
に
「
文
亭
綾
継
ら
文
亭
連
と
親
交
を
持
つ
か
」
と
の
条
を
記
し
て

い
る
。
た
だ
、
山
杢
氏
は
文
亭
綾
継
の
名
前
が
「
文
政
七
年
秋
頃
か
ら
春

水
作
品
に
現
れ
る
」（
一
三
三
頁
（
こ
と
を
根
拠
に
そ
う
述
べ
ら
れ
て
い

る
が
、
神
保
氏
が
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
の
文
亭
綾
継
の
項
に
執
筆

さ
れ
た
よ
う
に
、
綾
継
と
春
水
の
関
連
自
体
は
も
っ
と
古
く
か
ら
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
後
述
の
用
例
②
『
明あ

け
が
ら
す烏

後の
ち
の
ま
さ
ゆ
め

正
夢
』
六
編
序
に
綾
継
自
身
の
言
葉
と
し
て
「
不ふ

ね
い僕

ハ
莫ば

く
げ
き逆

の
友
に

し
て
。
餝か

ざ

ら
ぬ
言
葉
が
竹
馬
の
よ
し
ミ
」
と
あ
る
た
め
で
あ
る
。

注
（　
『
春
告
鳥
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（0
『
人
情
本
・
滑
稽
本
・
洒
落
本
』

小
学
館
、
二
〇
〇
三
年
、
三
九
三
頁
（

注
（　
『
滑
稽
鄙
談
息
子
気
質
』
に
つ
い
て
は
、
神
保
五
弥
「
振
鷺
亭
と
為
永
春

水
」
に
詳
し
い
。
ま
た
、『

新
板

増
補

名
代
町
法
記
』
は
中
野
三
敏
氏
が
『
洒
落

本
大
成
』
第
二
十
二
巻
（
一
九
八
四
年
、
中
央
公
論
社
（
の
解
題
で
疑
義

を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
棚
橋
正
博
氏
も
「
振
鷺
亭
年
譜
考
」
で
、

本
書
の
「
振
鷺
亭
丁
子
匂
人
」
と
い
う
署
名
か
ら
、
春
水
が
売
り
出
す

「
丁
子
車
」
と
い
う
化
粧
品
を
か
す
め
た
も
の
と
し
て
、
春
水
の
関
与
の

可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。



― （（ ―

注
（　

神
保
五
弥
「
振
鷺
亭
と
為
永
春
水
」
で
は
、
文
政
年
度
の
春
水
合
巻
の
中

に
は
、
主
要
登
場
人
物
が
途
中
で
立
ち
消
え
す
る
と
い
っ
た
構
成
上
の
破

綻
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
振
鷺
亭
の

文
化
十
二
年
刊
『
新し

ん
し
ゅ
ん春

草そ
う
し
の紙

顔か
お
み
せ

見
世
』・『
芝し

ば
い居

好ず
き
か
な
い

家
内
安あ

ん
ぜ
ん全

』
ま
で
は

複
雑
な
構
想
を
破
綻
な
く
紙
面
内
に
収
め
き
る
が
、
同
じ
く
文
化
十
二
年

刊
行
の
『
哆ち

ょ
う
ち
ょ
う
あ
わ
あ
わ
く
さ

々
嘙
々
草
』
以
降
に
な
る
と
、
思
い
付
き
の
趣
向
で
笑
い

を
取
る
よ
う
な
単
純
な
構
想
に
変
化
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
『
哆
々
嘙
々

草
』
あ
た
り
か
ら
春
水
が
関
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。『
大
時
代
唐
土
化
物
』『
世
事
第
一
口
軽
業
』『
ぶ
つ
か
け
南
蛮
療

治
』
は
通
読
す
る
と
、
神
保
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
な
、
そ
の
時
々
の
趣
向

で
笑
い
を
取
る
単
純
な
構
想
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
に
当
て
は
ま
る
。

注
（　
『
大
時
代
唐
土
化
物
』
の
序
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
厄
除
け
の

神
で
あ
る
「
鍾
馗
」
に
、
荒
事
を
得
意
と
す
る
市
川
団
十
郎
が
「
怨
敵
退

治
」
を
す
る
様
子
を
重
ね
て
趣
向
と
し
た
旨
を
記
す
。

　
　
　
　
　

宝
井
其
角
が
鍾し

よ
う
き馗

の
自
画
賛
を
覧み

は
べ
り
し
に

　
　
　
　
　
　
　

今
こ
ゝ
に
団
十
郎
や
鬼
は
外

　
　
　
　
　

 

と
い
へ
る
発
句
な
り
。
夫
鍾
馗
は
疫ゑ

き

鬼き

を
譲は

ら
（
マ
マ
（

ふ
の
術
あ
り
。
俳わ

ざ

優お
き

団
十
郎
は
其
名
高
く
、
異
域
に
聞
ゆ
。
就な

か
ん
づ
く中

英
武
勇
者
の
所
作

に
妙
を
得
て
、
怨
敵
退
治
の
分あ

り
さ
ま形

を
芸
と
す
。
鍾
馗
の
邪
気
を
退の

ぞ

く

の
事
に
よ
く
肖
た
れ
ば
、
こ
れ
を
賞
し
た
る
。
晋
子
が
当
意
即
妙
の

作
意
、
彼
此
を
感
じ
て
、
此
策さ

う
し子

の
趣
向
と
は
な
し
ぬ
。

　
　
　
　

団
十
郎
と
振
鷺
亭
と
言
え
ば
、
振
鷺
亭
は
五
代
目
市
川
団
十
郎
か
ら

『
風
俗
本
朝
別
女
伝
』（
寛
政
十
年
刊
（
に
序
文
を
寄
せ
ら
れ
る
、
三
枡
連

の
句
集
に
振
鷺
亭
作
品
が
入
集
す
る
な
ど
関
連
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

本
作
を
そ
の
延
長
線
上
に
と
ら
え
て
、
振
鷺
亭
本
人
の
作
と
考
え
る
こ
と

も
で
き
る
。

　
　
　
　

た
だ
、
同
年
刊
行
の
合
巻
作
品
を
見
渡
す
と
、
本
作
と
似
た
よ
う
な
趣

向
で
仕
立
て
上
げ
ら
れ
挿
絵
も
類
似
す
る
東
西
庵
南
北
作
『
化ば

け
た
り
な
う
た
え

納
歌
右
衛

門も
ん
ぞ
う
し

草
紙
』
や
、「
今
こ
ゝ
に
団
十
郎
や
鬼
は
外
」
の
句
を
見
返
し
に
持
つ

山
東
京
伝
作
『
琴き

ん
せ
い声

美び
じ
ん
で
ん

人
伝
』
等
が
あ
り
、
団
十
郎
を
題
材
に
し
た
か
ら

と
い
っ
て
振
鷺
亭
の
作
と
み
な
す
こ
と
は
難
し
そ
う
で
あ
る
。
本
書
に
つ

い
て
は
序
文
や
趣
向
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
で
は
振
鷺
亭
の
も
の
か
否
か
の
判

断
が
で
き
ず
、
現
時
点
で
は
保
留
と
し
た
い
。

注
（　
『
ぶ
つ
か
け
南
蛮
療
治
』
は
、
筆
者
未
見
の
た
め
調
査
が
至
っ
て
い
な
い
。

日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
す
る
と
、
天
理
大
学
附
属

天
理
図
書
館
に
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
図
書
館
の
蔵
書
検
索
で
は
該

当
が
な
い
。
棚
橋
氏
は
「
振
鷺
亭
年
譜
考
」
の
中
で
、
本
作
の
内
容
に
つ

い
て
触
れ
て
い
る
た
め
、
現
存
し
て
い
る
こ
と
は
は
っ
き
り
す
る
が
、
ど

こ
の
本
を
見
た
の
か
ま
で
は
記
し
て
い
な
か
っ
た
。

注
（　
「
文
化
丙
子
」
は
、
文
化
十
三
年
の
こ
と
で
間
違
い
な
い
。
こ
の
序
文
は

振
鷺
亭
自
序
で
あ
る
た
め
、
必
然
、
振
鷺
亭
が
文
化
十
三
年
ま
で
存
命

だ
っ
た
こ
と
の
証
明
に
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
浮
か
ん

で
く
る
。
た
だ
振
鷺
亭
の
死
は
、
馬
琴
が
後
に
記
し
た
よ
う
に
、
酒
に

酔
っ
た
末
、
溺
死
す
る
と
い
う
突
然
の
出
来
事
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　

 

又
洒
落
本
に
は
寛
政
の
初
、
振
鷺
亭
〔
俗
称
を
忘
れ
た
り
。
初
は
浜

町
に
居
れ
り
、
家
主
の
子
な
り
。
後
に
流
浪
し
て
川
崎
駅
に
僑
居
し
、

酔
て
入
水
し
て
み
ま
か
れ
り
〕
其
他
の
作
者
数
輩
あ
り
と
い
へ
ど
も
、

京
伝
の
作
抜
萃
し
て
、
賞
翫
大
か
た
な
ら
ざ
り
け
り
。

 

（
曲
亭
馬
琴
『
伊
波
伝
毛
記
』
文
政
二
年
〈
一
八
一
九
〉
成
立
（

　
　
　

そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
来
年
春
の
売
り
出
し
に
合
わ
せ
て
序
文
の
年
次

を
文
化
十
三
年
に
設
定
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
振
鷺
亭
が
突
然
死
し
て
し

ま
っ
た
た
め
、
手
直
し
さ
れ
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
刊
行
さ
れ
て
し
ま
っ

た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。

注
10　

振
鷺
亭
作
『
い
ろ
は
酔す

い

故こ
で
ん伝

』（
寛
政
六
年
〈
一
七
九
四
〉
刊
（
を
文
政
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三
年
（
一
八
二
〇
（
に
『
建
久
酔
故
伝
』
と
改
題
改
修
、
振
鷺
亭
作
『
夕

霧
一
代
記
』（
寛
政
七
年
〈
一
七
九
五
〉（
を
文
政
五
年
（
一
八
二
二
（
に

『
全ぜ

ん

盛せ
い

葉ば

南な

志し

』
と
改
題
再
刻
し
て
い
る
。
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く
み
・
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学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
生
（




